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災害発生に備た共通認識を確認

子どもの健やかな成長を願う

島原の魅力を広く発信

　５月 13 日、ドローン映像による事前説明を受けた
後、防災関係機関など８機関・計 48 人が市内４カ所
の防災対策現地視察を行いました。
　梅雨や台風などの災害時期を前に、危険個所を関係
機関と一緒に確認し、共通認識を持つことで災害発生
時の迅速な連携や対応を目的としたものです。
　市民の安全安心を守るため、防災関係機関の連携強
化を図ることができました。

　４月 30 日、児童福祉週間に合わせ古川市長をはじ
め、福祉・教育関係者が市内の保育所など７カ所を訪
問しました。
　訪問先では、園児にミニ鯉のぼりなどのプレゼント
を渡し、一緒に写真を撮るなどして、子どもたちの健
やかな成長を願いました。

　５月６日、「島原ふるさと PR 大使」として、本市出
身の俳優 宮﨑 香蓮さんを委嘱しました。
　本市初の PR 大使となる宮﨑 香蓮さんには、さまざ
まな活動を通して、島原城をはじめとした歴史的資源
や湧水・温泉など、本市の魅力を幅広く多くの人に情
報発信してもらえることを期待します。
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